
●起業後の企業生存率

我が国は、開業率・廃業率がともに欧米諸国に比べて低いことについてはこれまで見てきたが、それでは、開業率・
廃業率がともに低い我が国と、開業率・廃業率がともに高い欧米諸国とでは、起業する企業には違いはあるのだろうか。
ここでは、起業後の企業生存率について国際比較を行っていく（コラム2-1-2②図）。企業生存率についても、開業率・
廃業率と同様に国によって統計やデータの性質が異なるため、単純に比較をすることはできないが、これを見ると、起
業後5年間で英国は57.7％、フランスは55.5％の企業が市場から退出しているのに対し、我が国は起業後5年間で
18.3％の退出にとどまっていることが分かる。このことからも、我が国においては、起業する企業数は欧米諸国に比べて
少ないが、一方で起業後に市場から退出することなく長期にわたり事業を継続させている企業の割合は、欧米諸国に比
べても高い傾向にあることが分かる。

コラム 2-1-2 ②図　起業後の企業生存率の国際比較
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資料：日本：（株）帝国データバンク「COSMOS2（企業概要ファイル）」再編加工
　　　米国、ドイツ、フランス：Eurostat
　　　英国：Office for National Statistics

（注）1．日本の企業生存率はデータベースに企業情報が収録されている企業のみで集計している。また、データベース収録までに一定の時間
を要するため、実際の生存率よりも高めに算出されている可能性がある。

2．米国、英国、ドイツ、フランスの企業生存率は、2007 年から 2013 年に起業した企業について平均値をとったものである。

中小企業のライフサイクル

第
1
節

第
3
節

第
4
節

第
2
節

第2部

109中小企業白書  2017


